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平成 26 年 11 月 13 日 県立図書館、川崎図書館 

 

【図書館アドバイザー・レクチャーとは】 

神奈川県には、県立図書館（横浜）と県立川崎図書館（川崎）の２館の県立図書館があります。それぞれの

特徴を活かし、機能を分担しながら運営をしています。 

図書館アドバイザー・レクチャーは、神奈川県図書館協議会が平成12年度に廃止され、翌年度からは協議会に代

えて県立両館の運営等について有識者が助言を行うアドバイザー・レクチャーに変わりました。例年、職員のみを対象に

実施していましたが、昨年度より県民の方々にも聴衆として参加いただくことになりました。県立２館のあり方について、

より開かれた機会になればと考えています。 

また、今年度もパネルディスカッションの方式をとっています。パネリストには、鶴見大学の長谷川豊祐氏と筑波大学

の池内淳氏をお迎えし、さらに県立の図書館職員も加え、それぞれの立場で考える県立の図書館の姿についてお話い

ただきます。 

《パネリスト紹介》   

○長谷川豊祐(ハセガワ トヨヒロ)氏 （鶴見大学 学術情報事務長） 

プロフィール  1979/04/01 鶴見大学図書館勤務 

1996/09/23 「図書館員のためのインターネット」運営管理人 

2000/04  日本図書館協会出版委員 (2011年より委員長) 

2008    慶應義塾大学通信教育部非常勤講師「図書館・情報学」 

【最近の論文】 (共著) 神奈川県内の大学図書館における地域連携.  

         「大学図書館研究」2013, 99, p.1-13.掲載 

【趣味】ウオーキングと図書館・情報学。 

 

 

○池内淳(イケウチ アツシ)氏  （筑波大学 准教授） 

プロフィール  2001/04 大東文化大学文学部講師（～2007/03） 

2007/04 筑波大学准教授 

三田図書館・情報学会、日本図書館情報学会に所属 

【研究課題】 公共図書館における電子書籍サービスに対する 

市民の潜在的需要と経済的価値の測定 

【その他】うお座のＡ型。 

「末っ子次男の会」「図書館情報学三人子持ちの会」所属。 

 

○圡屋定夫（ツチヤ サダオ）  （県立図書館企画サービス部調査閲覧課長） 

  



 

【県立の図書館のご紹介】 

 

 

 

 

平成 26年度 県立の図書館のミッション 

○ 時代の潮流を的確にとらえた資料・情報を収集し、現在（いま）を生きるための「有用な知」を提供します。 

○ 図書館資料とネットワーク情報資源の知を主体的に編集・加工し、利用者の価値創造に貢献します。 

○ ICT(情報通信技術)とネットワークを活用して図書館への多様なアクセスを確保し、県民への機会均等な 

  サービス実現を追及します。 

県立図書館について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 26年度 運営方針 

   〇 社会・人文系の資料・情報を積極的に収集・提供し、県民に役立つ「調査研究活動支援」機能を高め、 

     「課題解決支援」、「生涯学習支援」、「行政支援」につながるサービスを展開する。 

   ○ 図書館資料の存在をアピールし、図書館の活用を促進する目的で行う館内展示や県民公開講座などを積 

     極的に企画・開催し、県立の図書館ホームページを初めとした様々なメディアを活用した発信に努め、多彩で 

     魅力的な「知の機会」を提供する。 

   〇 市町村立図書館の支援に力を注ぎ、大学図書館・県立高校図書館、県立機関等とより密接な連携を図っ 

     て、県域全体の図書館サービスを充実させる。 

   ○ 図書館活動について常に「計画→実施→点検（評価）→見直し」のサイクルで見直しを図り、運営の持続 

的な改善を行う。 

   ○ 県民、利用者の意見・要望を真摯に受け止め、「開かれた図書館」の創造に努める。  

＊社会・人文系リサーチ・ライブラリー＊ 

神奈川県立図書館は、社会・人文系の資料等を収集・提供し、高度な学習ニーズに対応できるよう、課

題解決型のリサーチ・ライブラリーへの展開を目指しています。また、市町村図書館等と相互に密接な連携を

保ちながら、全県域を対象とした図書館サービスの向上を図る役割も担っています。 

図書資料：816,960 冊 

逐次刊行物：7,739 タイトル 

視聴覚資料：109,450点 

(平成 25 年度末) 

 

 

神奈川県立の図書館の基本理念 

神奈川県立の図書館は 

「知」を集積し、新たな「知」を育む「価値創造」の場として、 

神奈川の文化と産業の発展、社会づくりに寄与します。 

 



 

＊科学と産業の情報ライブラリー＊ 

神奈川県立川崎図書館は、科学と産業に特化した図書館です。自然科学・工学・産業系の図書や 

学術雑誌、JIS 規格をはじめとした国内外の規格類を収集し、全国有数の社史コレクションを形成してい 

ます。また、「神奈川県知的所有権センター支部」として特許情報の提供、各種相談、講座等も実施して 

います。 

図書資料：252,734 冊 

逐次刊行物：8,603 タイトル 

視聴覚資料：1,584点 

 (平成 25 年度末) 

 

県立川崎図書館について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年度 運営方針 

○ 科学技術の最新動向を踏まえた資料・情報を積極的に収集・提供し、「調査研究活動支援」機能を高め、 

県民に役立つ図書館サービスを展開する。 

   ○ 多彩で魅力的な館内展示や各種講演会、講座、科学実験教室、ビジネス支援相談など利用者の知的好 

奇心に応える企画を、メディアや HP等を活用して積極的に発信し、一層の利用促進を図る。 

   ○ 県内試験研究機関や市町村図書館・大学図書館・県立高校図書館と密接な連携を図り、県域全体の図 

書館サービスを充実させる。 

   ○ 図書館活動について常に「計画→実施→点検（評価）→見直し」のサイクルで見直しを図り、運営の持続 

的な改善を行う。 

   ○ 県民、利用者の意見・要望を真摯に受け止め、「開かれた図書館」の創造に努める。 

 

詳細は県立図書館、県立川崎図書館の HP をご覧ください。   http://www.klnet.pref.kanagawa.jp/ 



【県立の図書館の現状】 
入館者の推移                            個人貸出冊数（図書資料）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力貸出冊数の推移                        レファレンスの推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料費の推移                            県内図書館の貸出総数と県民一人あたりの貸出数 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【他の都道府県との比較】 

○県立２館の図書資料総数 1,069,694冊（平成 25年度実績）は都道府県立で 14番目。 

県民１人あたりの図書資料数は 0.116冊で 46番目。 

○県立２館の平成 26年度の資料費は全国で 31番目。県民１人あたりの資料費 4.53円は 46番目。 

○県内図書館の貸出総数は全国で５番目、県民一人あたり貸出数は 33番目（平成 24年度実績）。 

 

平成 16～25 年度は決算、26 年度は予算を使用。 

平成 23、24 年度の資料費は「住民生活に光をそそぐ交付金」

2,370万、3,598 万円を含む 
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【神奈川県立図書館と神奈川県立川崎図書館の見直しについて】 

今後の政策課題に着実に対応できる行財政基盤の確保を図るのため発足した神奈川県緊急財政対策本部（本

部長：黒岩県知事）に対し、助言を行う外部有識者の調査会が平成 24年５月、全ての県有施設について、原則廃

止の方向性を打ち出し、それ以降議論が重ねられ、現在、次のとおりとなっています。 

県立図書館は、「閲覧・貸出機能の継続、川崎図書館及びかながわ女性センターの蔵書の受入れ、相互貸借システ

ムの拡充などの広域的サービスについて検討、建物の建替え・改修について検討」  

県立川崎図書館については、「川崎図書館の特性・地域性を踏まえた機能への特化、市内への移転」 

＜県立の図書館の見直しをめぐる動向＞() 

年度 県・議会の動き 団体等の動き 

平成 24年度 

11 月 7 日、県議会決算特別委員会において

県が県立図書館の閲覧・貸出サービスの廃

止、県立川崎図書館の県立図書館への集約

化を検討していることを表明。 

11月 20日、県内全市町村図書館対象に意

見交換会 

1 月 18 日、市町村立図書館 10 館による見

直し検討会（以後 2014 年 2 月まで６回開

催） 

2 月 21 日、県議会本会議において、教育長

が県立図書館の閲覧サービスの継続・県立川

崎図書館のより企業活動の支援につながる機

能に高度化・特化した上での川崎市内での存

続の検討について答弁。 

○国立国会図書館の「カレントアウェアネス」に掲載 

○「神奈川の県立図書館を考える会」発足 

○図書館総合展にて神奈川県資料室研究会（以

下：神資研と省略）がアンケート実施 

○神資研 HPで危惧を表明 

○図書館問題研究会神奈川支部が「意見書」提出 

○図書館問題研究会が「緊急アピール」発表 

○神奈川新聞が「ホントに知ってた？図書館のこと 県

立『廃止』を問う」１月 28日から 2月 8日まで 10

回連載 

○神資研、アンケート結果を公表 

○神奈川新聞「県立図書館再編、私はこう思う」6回

連載 

○神奈川県図書館協会「県立図書館機能の見直し

案に対する要望書」提出 

○神資研「神奈川県立川崎図書館の今後のあり方に

ついての要望書」提出 

平成 25年度 

12 月 2 日、県議会本会議において、知事が

県立図書館は、建物の建替えや改修を行う、

川崎図書館は、川崎市高津区の KSP(かなが

わサイエンスパーク) へ移転と答弁。 

2 月 24 日、県議会で教育長が「県立川崎図

書館は、KSP に移転した後は、企業活動の支

援につながる研究報告書、専門誌などに特化

した図書館にしたい」と答弁 

○神資研、10月29日―31日の図書館総合展でア

ンケート結果等パネル展示 

 

 

                   

平成 26年度 

6 月 24 日、県議会本会議において、教育長

は県立図書館を「神奈川の知の拠点」として再

整備すると答弁。 

○神資研、11月 5日－7日図書館総合展でアンケ

ート、フォーラム開催 

○神奈川県図書館協会、11月 7日図書館総合展

でフォーラム開催 

 

  



 

  ＜資料＞ 

 
 

 

 

 

  ＜資料＞ 

 

これまでの取組内容

25年度 26年度 27年度以降

閲覧・貸出機能の継続

川崎図書館

施設名 取組みの方向性

生涯学習情報センターを廃止し、その機能
を集約化

29年度中に川崎図書
館の一部蔵書を受け
入れ

27年度以降、改修等
にかかる検討結果を
踏まえた対応

29年度中に機能を特
化し、かながわサイ
エンスパークに移転

緊急財政対策の取組結果　取組みの方向性に関する説明資料より抜粋

（神奈川県緊急財政対策本部　平成26年2月）

今後の取組内容

市町村との協議、機
能の集約化に向けた
検討

広域的サービスにつ
いて市町村図書館と
協議

機能の特化、移転に
向けた検討

かながわ女性セン
ターの蔵書の受入れ
収蔵スペースや展示
機能の充実を図るた
め、建物の建替え・
改修について検討

26年度当初に生涯学
習情報センターの機
能を集約化

機能の特化、移転に
向けた調整

川崎図書館及びかながわ女性センターの蔵
書の受入れ、相互貸借システムの拡充など
の広域的サービスについて検討

収蔵スペースや展示機能の充実を図るた
め、建物の建替え・改修について検討

県立図書館

川崎図書館の特性・地域性を踏まえた機能
への特化、市内への移転


